









カ人文科学会議 (CongresInternational des Sciences Humaines en 
Asie et en Afrique du Nord, 略称 CISHAAN) の開会が宣言された。
アジアで初めての開催である。 世界50余力国から1800人以上が参加し，
800 を越える発表が予定されるマンモス会議であった。 9 月 1 ~3 日 は東
京の赤坂周辺を， 5 ~ 7 日 は京都の国立京都国際会館を会場に して議事が
進められた。
この会議は， もとは 「国際オリエンタリスト会議 (CongresInterna-
tional des Orientalists)」という名称をもち，今大会で 110年の歴史を持
って いる。ョ ーロッパの東洋学者間の学問交流を目的に， 1873年パリで創
設（第 1回大会）され，両大戦を経て東洋学の最大の国際会議にまで発展






今日的研究の動向・方法論等の情報交換を行なうセミナー A (1-6), 日本

































































Jレ・プランと して東ア ジア図書館共同体 (EastAsian Library Com-
munity)が組織され，先行開発を進めていた RLGと LCを含めた共同
開発がスタ ー トした。現在，RLGは34館からなり ，ネッ トワークを組織 し




































































進められた。その結果が，UnionCatalogue of Printed Books in Persian 














6 D1sc1ples and Arhats 
7 Shinto De1t1es 
8 Others 
2 Portraits 





゜1 Buddhist Scriptures 2 Relig10us legends 
3 Biographies 
4 Romances 
5 Essays and Traveloques 
6 Poetry 
7 Others 
4 Chmese Legends 
゜1 Zen Patriarchs and Zen Enlightenments 2 Admonitions and Legendary Figures 
3 Others 
5 Landscapes and Flowers 
゜& Birds 1 Landscapes 2 Flowers & Birds 
3 Seasonal Scenenes 
4 Others 
6 Genre Subjects 





































アクセスは容易ではなかろう。 Ding氏発表のフ ルペーバーには， 17頁155
点もの東南アジア研究学位論文に関する文献目銀が添付されており，
貴重
なものである （早稲田大学図書館所蔵．請求番号： AE 4664)。
続いて報告を行なった H.Jarvis女史は，、ンドニー大学東南アジア資料
書誌情報プロジェクト (BibliographicInformation on Southeast Asia, 
略称 BISA)の局長である。女史は，「BISAの最近の発展とヴェトナム
語指導計画 (RecentDevelopments in BISA, with Specific Reference 

































































(1) 次回第32回大会 （ハソプルグ，1986年）からは名称が 「国際 アジア・北ア フ
リカ （研究）会談」 と改められると伝えられている。「『国際東洋学会諮』点描
⑤」『朝 日新聞』昭和58年 9月22日夕刊。
(2) LCではすでにこのキー ボー ドの概 要を発表 している。Terminalsare In-
stalled to Process Chinese, Japanese, Korean Records. Library of Con-
gress Information Bulletin, vol. 42, No 26, June 27, 1983, p. 215-216. 
(3) 女史は !AOLの第 1回総会 （キ ャ‘ノベ ラ）の 謡事録 (InternationalCo-
operation in Orientalist Librarianship. Canberra, National Library of 
Australia, 1972)の編集を 行なうなど，国際的な活躍が知 られて いる。
(4) Smith氏は チベ ッ ト仏教に造詣が深く， 第 3部会（「アジア諸国に おける 仏
教及び ヒソド ゥ文化の 伝播と受容」）に おいて もその資 料 収集について発表を
行なってい る。
(5) この収録作業には，東洋文庫研究員の八尾師誠氏と早稲田大学大学院文学研
究科の宇野仲浩氏との御尽力があ った。この場を借 りて感謝の意を表します。
(1983年10月 7日）
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